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トピックス 

●北九州港（門司・ひびき）に日本海航路が相次ぎ就航！ 
 ～外航・内航のトランシップ（積替）拠点として活用～ 

 北九州港では、令和４～５年度（2022～23 年度）にかけて、２つの日本海航路が就

航し、注目されています。いずれの航路も、国際貨物をターゲットとしつつ、「2024

年問題」への対応や災害時の BCP 対策として、国内貨物のモーダルシフトの受け皿と

なることを目指しています。 

【第 1弾】ひびきコンテナターミナルの日本海航路 

外航コンテナ船社である OOCL と内航船社の井本商運㈱は、令和４年 (2022 年) 11

月に、ひびき CTと秋田、新潟とを結ぶ日本海航路を開設し、その後、富山、直江津に

も追加寄港しています。この航路は、既存の国際フィーダー（神戸航路）と接続し、

日本海各地の輸出入貨物を北九州港・ひびきでトランシップするのが特長です。 

モーダルシフトなどの高まる輸送ニーズを背景に、九州と日本海沿岸を結ぶ物流網

の強化や北九州港における物流活性化が期待されています。 

〔サービス概要〕  

運航事業者：OOCL/井本商運 

寄港地：ひびき(土)～秋田(火)～新潟(水)～直江津(木)～富山(木) ※週 1 便 

 初寄港：令和４年 (2022 年)11 月 19 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２弾】門司（太刀浦）コンテナターミナルの日本海航路 

中国最大手のコンテナ船社コスコシッピングラインズと内航船社の鈴与海運㈱は、

令和５年 (2023 年)12 月に、門司と新潟を結ぶ日本海航路を開設し、その後、酒田に

も追加寄港しています。 

この航路は、門司に寄港する外航航路（東南アジア航路）と接続し、直行航路がな

い新潟近郊の輸出入貨物を北九州港でトランシップするのが特長です。アジア各方面

への航路が充実している北九州港・門司のメリットを活かしたもので、国内貨物も取

り扱うことで、さらなる物流拠点化が期待されます。 

〔サービス概要〕  

運航事業者：コスコシッピングラインズ/鈴与海運 

寄港地：門司(火)～博多(水)～酒田(金)～新潟(土) ※週１便 

 初寄港：令和５年(2023 年)12 月 11 日 
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トピックス 

●響灘東地区の「基地港湾」が竣工します！ 
～「グリーンエネルギーポートひびき」事業 風力発電関連産業の総合拠点化が進んでいます～ 

「グリーンエネルギーポートひびき」事業は、風力発電関連産業の総合拠点形成に取り組む事業です。 

≫風力発電関連産業の総合拠点とは？≪ 

風力発電に必要な 4 つの機能を備えた拠点です。 

★①積出・建設拠点機能： 洋上風車設置場所に向け風車を積み出す基地としての機能 

★②物 流 拠 点 機 能： 風車やその他部品、原材料の物流拠点としての機能 

★③O&M 拠 点 機 能： 洋上ウインドファームの維持管理を支える拠点としての機能 

★④製造産業拠点機能: 風車部材や風車基礎部材の製造拠点としての機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「① 積出・建設拠点」の中核施設として令和元年度

（2019年度）から整備を進めている「基地港湾」が、

令和６年度（2024年度）下期に竣工し、「北九州響灘

洋上ウインドファーム」事業※で、いよいよ基地港湾

を使用した風車設置工事が始まります。 
※大型風車25基を若松区沖の響灘に設置する洋上風力発電プロジェクト 

今後も、広大な産業用地を有し

港湾インフラが充実している響灘

地区の特徴を活かし、地域経済の

発展と日本のグリーンイノベーシ

ョンの成長に貢献すべく、『風力

発電関連産業の総合拠点』の形成

に取り組みます。 

 

 

 

ここです 
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北九州港の歴史と役割 

北九州港の概要 

■北九州港の役割 

北九州港は、本州と九州の結節点に

位置し、瀬戸内海（周防灘）から関門海

峡、そして日本海（響灘）に面している

わが国有数の大きな港です。北九州港

は、国際拠点港湾(注1)として北九州市内

だけでなく九州・山口地域の人々の生

活や産業、経済を支える大切な役割を

担っています。 

 

 

 

 

 

（注１）港湾法第２条で定められた「国際海上貨物輸送網の拠点となる港湾」として、北九州港

を含む全国で18港が指定されています。 

 

■歴史 

北九州港は、古くは朝鮮、中国との交易におけるわが国の西の門戸として、また、近代は日本

の工業化を支える港としての役割を果たしてきた、歴史ある国際貿易港です。 

今から1700年前 アジア大陸との交易船の停泊地として利用される。  1995（平成７）年６月 中枢国際港湾に指定。 

明治初期 
「外貿の門司」、「内貿の小倉」、「鉄・石炭の洞海」として、３つの

港がそれぞれの特色を活かして発展する。 

 1996（平成８）年11月 北九州港港湾計画を改訂。 

1999（平成11）年４月 北九州市物流拠点都市構想を策定。 

1889（明治22）年11月 門司港開港、特別輸出港に指定。  1999（平成11）年８月 北九州市物流拠点都市づくり基本方針を策定。 

1904（明治37）年４月 若松港が特別輸出港に指定。  2002（平成14）年３月 北九州貨物ターミナル駅供用開始。 

1940（昭和15）年７月 門司、小倉、下関３港が合併し、関門港となる。  2002（平成14）年５月 リサイクルポートに指定。（2007(平成19）年６月同施設供用開始。） 

1951（昭和26）年９月 関門港として、特定重要港湾（現在は、国際拠点港湾）に指定。  2005（平成17）年４月 ひびきコンテナターミナル供用開始。 

1963（昭和38）年２月 
門司市・小倉市・若松市・八幡市・戸畑市の５市が合併し、北九州市が

発足。 

 2006（平成18）年3月 北九州空港開港。 

 2011（平成23）年４月 関門港として国際拠点港湾に指定。 

1964（昭和39）年４月 
門司港、小倉港、洞海港３管理者の統合による北九州港管理組合発足。 

北九州港誕生。 

 2011（平成23）年５月 北九州港長期構想を策定。 

1970（昭和45）年 響灘臨海工業団地分譲開始。  2011（平成23）年11月 日本海側拠点港に選定。 

1971（昭和46）年６月 西日本初のコンテナターミナル、田野浦コンテナターミナル供用開始。  2011（平成23）年12月 北九州港が「グリーンアジア国際戦略総合特区」に選定される。 

1974（昭和49）年４月 北九州港管理組合を解散。北九州市が北九州港の管理者となる。  2012（平成24）年１月 北九州港港湾計画を改訂。 

1979（昭和54）年12月 北九州港港湾計画を改訂。  2013（平成25）年３月 北九州港物流拠点化戦略基本方針を策定。 

1980（昭和55）年11月 太刀浦コンテナターミナル（第１ターミナル）全面供用開始。  2019（令和元）年11月 北九州港開港130周年。「みなとオアシス門司港」に登録。 

1984（昭和59）年７月 タコマ港（米国）と姉妹港締結。  2020（令和２）年９月 海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾（基地港湾）に指定。 

1985（昭和60）年5月 大連港（中国）と友好港締結。  2022（令和４）年３月 北九州市物流拠点構想を策定。 

1985（昭和60）年 マリナクロス新門司分譲開始。  2022（令和４）年12月 北九州港長期構想を策定。 

1987（昭和62）年８月 太刀浦コンテナターミナル（第２ターミナル）供用開始。  2023（令和５）年12月 北九州港港湾計画を改訂。 

1991（平成３）年１月 新門司フェリーターミナル供用開始。  2024（令和６）年２月 北九州港港湾脱炭素化推進計画を策定 

1991（平成３）年７月 レムチャバン港（タイ）と姉妹港締結。    

1991（平成３）年８月 新門司マリーナ供用開始。    

1994（平成６）年５月 市民に親しまれる水際線づくりマスタープランを策定。    

1995（平成７）年３月 門司港レトロがグランドオープン    
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北九州港の概要 

■範囲 

北九州港は、小倉南区から若松区に至る臨海部に展開し、その海岸線の延長は約180km で、北

九州市が有する海岸線の約80％を占めています。北九州港の港湾区域(注2)は、周防灘、関門海峡、

洞海湾、響灘の４つの海域にまたがっており、臨港地区(注3)は、港湾の多様な機能が展開される空

間として3,717haが指定されています。 

 

 

 

（注２）港湾管理者が管理を行う必要最低限の水域として設定されています。 

 

（注３）港湾区域を地先水面とする一定の陸域を指定しています。 

 

 

港湾区域は17,718ha（全国４位） 

臨港地区は 3,717ha（全国２位） 

面積：令和６年(2024年)４月１日現在(港湾空港局調べ) 

順位：令和５年(2023年)４月１日現在(国土交通省港湾局資料から引用) 
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北九州港の特徴 

北九州港の概要 

■ アジアに近い地理的優位性  ■ 国内交通の結節点 

北九州港は韓国・釜山まで約230km、中国・
上海まで約1,000kmと近接しており、経済発
展著しいアジアの活力を取り込む最適なポ
ジションにあります。 
 この絶好のロケーションを活かして、多種
多様なサービスを提供しています。 

 
北九州港は本州と九州の結節点に位置

し、東九州、西九州、本州の３方向に伸びる
陸上アクセス（高速道路、一般道路、鉄道）
が優れているため、西日本の広いエリアか
らの集貨が可能です。 

【特徴】                   

〇九州自動車道と東九州自動車道の分岐点 

〇東九州自動車道の延伸により、利便性が向上 
（平成28年（2016年）４月、北九州から宮崎
まで全線開通） 

〇広い背後圏には多種多様な産業が展開 

 

【特徴】               

〇豊富な定期コンテナ航路（36航路） 

〇中・韓向け多頻度サービスの提供 

〇充実した内航フェリー・RORO航路への接続が容易 

  

■ ものづくり産業の集積 ■ あらゆる輸送モードに対応 

北部九州は、100 年以上にわたり鉄鋼業を
はじめ重化学工業の拠点として発展した歴
史から、製造業や先端産業が集積しており、
近年では特に自動車関連産業の集積が顕著
です。 
また、臨海部には港湾に隣接した産業用地

があり、環境・エネルギー産業も多く立地し
ています。 

 
コンテナ・フェリー・RORO・在来に対応す

る多彩な港湾施設に加え、24 時間運用可能
な北九州空港や鉄道貨物ターミナル、高速
道路網など、陸海空の物流インフラが充実
しており、あらゆる輸送モードに対応でき
ます。 

 【特徴】              

〇陸海空の充実した物流インフラ 

〇港湾施設は、コンテナ、フェリー、RORO、在
来とあらゆる輸送モードに対応 

〇シー＆シー、シー＆レール、シー＆エアなど
の複合一貫輸送も可能 

 

【特徴】             

〇市内には素材・部材関連、自動車関連、環境・エ
ネルギー関連の製造業が集積 

〇企業立地の受け皿として、港湾に隣接した広大
な産業用地を分譲中 

〇知的基盤（北九州学術研究都市）による高度人材
育成、研究開発支援、新産業創出 

  

■ 環境にやさしい物流の推奨 

北九州市は、運輸・交通部門での CO 削減
を推進するため、トラック輸送から内航フェ
リー・RORO船輸送への転換によるモーダルシ
フトを推奨しています。 

【特徴】               

〇環境にやさしい物流を実現しながら、関東・関
西・中部などとの多頻度輸送が可能 

〇内航フェリーで輸送される貨物取扱量は、北九
州港全体の約半分（5,000万トン） 

〇平成27年（2015年）以降、新門司発着のフェリ
ーは、船舶の大型化や新規航路の就航に伴い貨
物輸送能力が拡大 

 

 

 

 

   

 

₂
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国内外の充実した航路網 

北九州港の概要 

■外航定期コンテナ航路 

 明治以降、国際貿易港として発展してきた北九州港。外航定期コンテナ航路は、アジ

ア（特に韓国・中国）を中心に 36航路が開設され、月間 158 便が就航しています。 

 また、北九州港と阪神港、京浜港を結ぶ内航フィーダー航路も開設されています。 

 さらに、北九州港と秋田港、新潟港、富山港及び直江津港を結ぶ日本海航路が就航し

ました。 

 

■内航フェリー・RORO 航路 

北九州港は、国内長距離フェリー発祥の地です。 

日本各地に向け、内航フェリーが毎日６便から７便、内航 RORO 船が週 10 便就航して

います。 

※令和６年（2024 年）７月１日現在 

北九州 

名古屋 

大阪 

神戸 

徳島 

松山 

〇航路の所要時間 

発 着 所要時間 

新門司 

大阪・神

戸 
12 時間 

徳 島 14 時間 

名古屋 42 時間 

東 京 35 時間 

 横須賀 21 時間 

小倉（浅

野） 
松 山 ７時間 

ひびき 那 覇 33 時間 

 

〇内航フェリー・RORO 船の寄港地 

那覇 

横須賀 

 

 
 

 

 
 
 
 

東京 
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北九州港の概要 

アクセスと産業 

 北九州港は、外海である日本海と内海である瀬戸内海の両方に面しているため、古く

から交通の要衝として栄えてきました。背後圏の九州・山口地域には、製鉄や化学など

の基礎素材産業を核に、自動車関連産業や産業機械製造業などの幅広い加工組立型産業

が集積しています。東九州、西九州、本州の３方向に伸びる陸上アクセス（高速道路、

一般道路、鉄道）が優れているため、西日本の広いエリアからの集貨が可能です。 

4:31 

321km 

中国自動車道 

大分 

熊本 

福岡 

小郡 

宮崎 

鹿児島 

3:40 

326km 

1:36 

151km 

1:32 

111km 

2:06 

196km 

1:06 

90km 

広島 

2:38 

229km 

山陽自動車道 

大分自動車道 

九州自動車道 

東九州自動車道 

0:33 

48km 

北九州市から西日本の主要都市までの時間と距離 0:00 

00km 

←所要時間 

←距離 ※小倉南 IC から各都市 IC までの時間と距離（NEXCO 西日本発表値） 

高速道路 

鉄道 

特に第二次産業が 

集積している地域 

造船、窯業、 

半導体関連、 

電気・機械 

製鉄等、化学、 

自動車関連、 

窯業、造船、 

半導体関連、 

電気・機械 

製鉄等、化学、 

自動車関連、 

半導体関連 

造船、 

自動車関連 

化学、 

紙・パルプ 

化学、製鉄等、 

半導体関連、 

電気・機械 

化学、太陽電池、 

半導体関連、 

自動車関連 

化学、 

自動車関連 

自動車関連、 

半導体関連、 

紙・パルプ、 

電気・機械 

半導体関連 

北九州市から宮崎市まで開通 

東九州自動車道の開通 

長崎自動車道 

北九州 

 

   
 
 

 
 

 

 

 

 

長崎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの高速道路の結節点 

（点線部分整備中） 
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公共埠頭の運営 

施設紹介 

港は、船舶が利用する航路や泊地など港湾区域内に配置される水域施設に加え、陸域

の臨港地区内に配置された係留施設（岸壁、物揚場）、荷さばき施設（荷さばき地、上

屋等）、保管施設（野積場、倉庫）、臨港道路、緑地等をあわせた港湾施設で構成されて

おり、船舶輸送～埠頭での港湾運送事業～陸上輸送までの機能を一体的に担っています。 

港湾施設には、地方自治体などの港湾管理者が管理する公共施設と企業が所有し自社

で利用する専用施設があります。北九州市は、北九州港の港湾管理者として、国・市が

整備した港湾施設の管理運営を行っています。 

港湾管理者の役割ですが、港湾施設の利用者からの使用申請に対して許可を行い、使

用料を徴収し、施設の維持管理費用に充てています。 

北九州港には、主に輸出入コンテナ貨物を取り扱うコンテナターミナル、国内物流の

大動脈であり旅客も扱うフェリーターミナル、完成自動車や貨物専用のシャーシを取り

扱う RORO ターミナル、鋼材やコークスなどを取り扱う在来埠頭など、荷役形態に応じ

た数多くの公共ふ頭があり、様々な貨物の取り扱いに対応しています。 

 

■港湾施設の配置イメージ
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施設紹介 

多様な用途に対応した公共埠頭 

① 新門司埠頭 

新門司北及び新門司南の物流・工業団地の中心に位置する大規模な埠頭です。 

新門司北埠頭には、西日本最大のフェリーターミナルがあり、徳島・神戸・大阪・横須賀・東京に向けて

１日６便の大型フェリーが就航しています。また、完成自動車の物流センターや国内最大の食肉用子牛の

輸入基地としても利用されています。 

新門司南埠頭では、周辺の工業団地の製品などが取り扱われています。 

利用状況 

係留施設 新門司北埠頭  岸壁（-4.5ｍ～-10.0ｍ）15 バース 

     新門司南埠頭  岸壁（-5.5ｍ～-7.5ｍ）５バース

入港隻数 ＊2,268 隻 

取扱貨物 完成自動車、その他輸送機械、取合せ品 

数量   ＊41,470 千トン 

【北九州港 公共埠頭】 

①新門司埠頭    ②太刀浦埠頭     ③田野浦埠頭    ④門司・新浜埠頭  

⑤門司・西海岸埠頭 ⑥高浜埠頭      ⑦砂津・浅野埠頭  ⑧日明埠頭 

⑨堺川埠頭     ⑩戸畑（川代）埠頭  ⑪黒崎埠頭     ⑫堀川埠頭 

⑬二島埠頭     ⑭若松埠頭      ⑮北湊埠頭     ⑯響灘埠頭 

⑰響灘西埠頭 

＊（入港隻数、数量は令和５年（2023 年）の港湾統計値）
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施設紹介 

② 太刀浦埠頭 

コンテナターミナルをはじめ多くの港湾施設が集積する、北九州港を代表する埠頭です。 

太刀浦コンテナターミナルは第１及び第２の２つのターミナルから成り、ガントリークレーン７基を備え、

月間約 130 便の定期航路が就航するなど、西日本有数の規模を誇っています。また、在来埠頭も多くの内外

船舶に利用され、多様な品種の貨物が取り扱われています。 

利用状況 

係留施設 太刀浦第 1 コンテナターミナル  岸壁（-12.0ｍ）２バース 

     太刀浦第 2 コンテナターミナル  岸壁（-10.0ｍ）４バース 

     在来埠頭  岸壁（-4.5ｍ～-10.0ｍ）31 バース

入港隻数 ＊2,747 隻 

取扱貨物 化学薬品、自動車部品、染料・塗料、合成樹脂・その他化学工業品 

数量   ＊6,754 千トン 

③ 田野浦埠頭 

中古自動車の輸出基地や国際ROROターミナルとして

使用されています。また、埠頭背後に立地する工場の

原材料や製品（半導体製造装置等）を取り扱うほか、

青果物の輸入基地にもなっています。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-6.0ｍ～-10.0ｍ）８バース 

入港隻数 ＊434 隻 

取扱貨物 完成自動車、砂利・砂、野菜・果物 

数量   ＊179 千トン 

④ 門司・新浜埠頭 

門司港レトロ地区を挟んで西海岸埠頭の北側に位置

する埠頭で、主に周辺の飼料工場で利用される飼肥

料や食品原料などが取り扱われています。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-9.0ｍ～-11.0ｍ）３バース 

入港隻数 ＊88 隻 

取扱貨物 動植物性製造飼肥料、製造食品 

数量   ＊16 千トン 

⑤ 門司・西海岸埠頭 

明治期から外国航路が開設された北九州港発祥の 

埠頭で、関門海峡に沿って岸壁と荷さばき施設が 

広がっています。現在は主に周辺の肥料工場や食品

工場で利用される原材料等を中心に取り扱われて 

おります。 

また、北端部は門司港レトロ地区の一画として多く

の市民や観光客が訪れており、下関との間の連絡船

や関門海峡の遊覧船が就航しています。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-10.0ｍ～-11.0ｍ）10 バース

入港隻数 ＊554 隻 

取扱貨物 とうもろこし、砂糖、紙・パルプ 

数量   ＊366 千トン 

⑥ 高浜埠頭 

北九州港で唯一、大量ばら積みを通例とする物資の

取り扱いを目的とする、臨港地区の特殊物資港区に

指定された、砂利・砂の取り扱いに特化した埠頭で

す。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-4.5ｍ）４バース

入港隻数 ＊74 隻 

取扱貨物 砂利・砂 

数量   ＊49 千トン 
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施設紹介 

⑦ 砂津・浅野埠頭 

ＪＲ小倉駅に近接した埠頭で、松山行きのフェ

リーターミナルが駅のすぐ北側にあるほか、離

島への航路が就航しています。このほか周辺の

工場で生産される製品などが取り扱われていま

す。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-7.5ｍ～-9.0ｍ）３バース

入港隻数 ＊1,714 隻 

取扱貨物 完成自動車、金属くず 

数量   ＊1,246 千トン 

⑧ 日明埠頭 

多くの港湾施設が集積する、北九州港を代表する 

埠頭の一つです。 

鋼材を中心に金属製品などが取り扱われています。 

利用状況 

係留施設 日明東・南埠頭 

岸壁（-5.5ｍ～-12.0ｍ）８バース 

日明北埠頭 

岸壁（-5.5ｍ）７バース

入港隻数 ＊2,669 隻 

取扱貨物 鋼材、木材チップ、化学肥料 

数量   ＊1,241 千トン 

⑨ 堺川埠頭 

埠頭の周辺に広がる工業地帯の原材料や製品を 

中心に取り扱う埠頭です。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-4.5ｍ～-7.5ｍ）７バース

入港隻数 ＊412 隻 

取扱貨物 砂利・砂、化学薬品、化学肥料 

数量   ＊206 千トン 

 

⑩ 戸畑（川代）埠頭 

鉄鋼製品を中心に取り扱っている埠頭です。 

このほか、周辺の工業地帯の原材料などが取り扱わ

れています。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-5.5ｍ～-9.0ｍ）12 バース

入港隻数 ＊852 隻 

取扱貨物 鋼材、窯業品、鉄鋼 

数量   ＊348 千トン 

⑪ 黒崎埠頭 

周辺の工業地帯で利用されるコークスや石炭な

どを中心に、その製品なども取り扱う埠頭です。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-4.5ｍ～-8.0ｍ）７バース

入港隻数 ＊303 隻 

取扱貨物 金属くず、石炭、コークス 

数量   ＊356 千トン 

⑫ 堀川埠頭 

砂利・砂を中心に取り扱う埠頭です。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-5.5ｍ）４バース

入港隻数 ＊328 隻 

取扱貨物 砂利・砂、再利用資材、化学製品 

数量   ＊226 千トン 

⑬ 二島埠頭 

二島工業団地の中心に位置し、工業団地の原材料である鉄スクラップや製品を中心に取り扱う埠頭です。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-5.5ｍ～-7.5ｍ）２バース

入港隻数 ＊329 隻 

取扱貨物 金属くず、鋼材、金属製品 

数量   ＊430 千トン 
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施設紹介 

⑭ 若松埠頭 

船舶の離着岸の補助などを行なうタグボートの基地

として利用されている埠頭です。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-5.5ｍ～-8.0ｍ）６バース

入港隻数 ＊21 隻 

⑮ 北湊埠頭 

金属製品、砂利・砂を中心に周辺の工業地帯の原材

料や製品を中心に取り扱う埠頭です。 

利用状況 

係留施設 岸壁（-5.0ｍ）８バース

入港隻数 ＊606 隻 

取扱貨物 砂利・砂、鋼材、化学薬品 

数量   ＊81 千トン ⑯ 響灘埠頭 

洞海湾に面した響灘南埠頭及び響灘に接する安瀬埠

頭ともに響灘臨海工業団地内に立地し、工業団地の

製品やコークスなどを中心に取り扱っています。 

特に、響灘南埠頭は、在来埠頭としては洞海・響灘地

区で最大の施設規模を誇っています。また、北九州

港で唯一、廃棄物を取り扱うためのリサイクルポー

ト岸壁を整備しています。 

利用状況 

係留施設 響灘南埠頭 

岸壁（-5.5ｍ～-10.0ｍ）６バース 

     安瀬埠頭 

     岸壁（-5.5ｍ）５バース

入港隻数 ＊1,600 隻 

取扱貨物 コークス、石炭、非金属鉱物 

数量   ＊2,355 千トン 

⑰ 響灘西埠頭 

コンテナ船の大型化に対応した-15ｍ岸壁を有する

コンテナターミナルを供用し、周辺に広がる産業用

地と一体となって利用されています。 

また、-10ｍ岸壁は、多目的利用として、コンテナに

は収まらない大型タイヤの輸出などにも利用され

ています。 

利用状況 

係留施設 ひびきコンテナターミナル 

岸壁（-10.0ｍ～-15.0ｍ）４バース 

     在来埠頭 

     岸壁（-5.0ｍ）２バース

入港隻数 ＊647 隻 

取扱貨物 その他輸送機械、ゴム製品、完成自動車 

数量   ＊1,457 千トン 
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門司地区 

施設紹介 

■太刀浦コンテナターミナル 

 「PORT MOJI」として世界的にも長年親しまれている、西日本有数のコンテナターミ

ナルです。全国で初めて、複数の元請港運事業者によるコンテナ荷役作業の共同化を実

現し、効率的な運営が行われています。 

 現在、中国・韓国方面を中心に外航定期コンテナ航路が開設され、月間 138 便（令和

６年（2024 年）７月現在）が就航しています。豊富な航路網と地理的優位性を活かし、

アジアのゲートウェイとして充実した物流サービスの提供に努めています。 

【太刀浦コンテナターミナルの施設概要】 

区 分 第１コンテナターミナル 第２コンテナターミナル 

岸壁・延長 658ｍ（取り付け部含む） 555ｍ 

水深 －12ｍ －10ｍ 

ターミナル総面積 16ha 16ha 

コンテナクレーン  ４基  ３基 

ストラドルキャリア 15 台 13 台 

蔵置能力 8,647TEU 5,825TEU 

冷凍コンセント 400Ⅴ×95 400Ⅴ×96、200Ⅴ×36 

運営形態 公 共 公 共 

第１コンテナ 
ターミナル 
 
・岸壁延長 658ｍ 
（取り付け部含む） 
・水深－12ｍ 

第２コンテナ 
ターミナル 

 
 
・岸壁延長 555ｍ 
・水深－10ｍ 
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施設紹介 

◆門司港コンテナターミナル貨物情報サービス 

 ○MOJI PORT WEB 

  （http://www.moji-cont.com/） 

 ○システムの利用料（登録料等）は無料です。 

 ○コンテナ情報を 24時間ネット上に公開しています。 

 ○システムメニューは以下のとおりです。 

 ・本船スケジュール照会 ・PICKUP オーダー入力 

 ・本船荷役情報照会   ・搬出入予約登録 

 ・コンテナ情報照会   ・検査情報照会（税関等）

 

■田野浦 RORO ターミナル 

田野浦自動車物流センターは、約 2,000 台の自動車蔵置能力を有し、中古自動車の輸

出基地として、主にニュージーランド向け自動車輸送船（PCC）が寄港しています。 

また、アジアに近い地理的優位性を活かし、RORO 船による半導体製造装置等の国際

輸送拠点としても活用されています。 

 

 
 
 

 
            

 

 

 

 

 

 

自動車物流 

センター 
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施設紹介 

響灘地区 

アジア・北米を結ぶ日本海ルート上に位置

し、大型船の寄港に適した大水深（－15ｍ）の

バースと、39ha の広大なコンテナヤードを有

するコンテナターミナルです。 

広大なコンテナヤードには貨物の大量蔵置

が可能であり、また、背後の広大・安価な産業

用地には、企業立地や物流施設の建設が加速

しており、今後、さらなる発展が見込まれてい

ます。  

■ひびきコンテナターミナル 

 

 

 

 

 

◆ひびきコンテナターミナルの施設概要 

区 分 詳  細 

岸壁・延長 350ｍ×２ 170ｍ×２ 

水深 -15ｍ -10ｍ 

ターミナル総面積 39ha 

コンテナクレーン ３基 

トランスファークレーン ７台 

蔵置能力 22,464TEU （４段積み） 

冷凍コンセント 400Ⅴ×324 

運営形態 公共 
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施設紹介 

◆ひびきコンテナターミナルの特長 

〇 アジアの主要港と接続する日本海ルート上に位置する港 

〇 大型船の寄港に適した大水深岸壁（-15ｍ）を有する港 

〇 -10ｍ岸壁を多目的バースとして暫定活用 

〇 危険物蔵置エリアの設定（拡張可能） 

〇 ターミナル背後地に広がる 安価で広大な産業用地 

〇 秋田、新潟、直江津、富山と結ぶ日本海航路が就航 

〇 沖縄へ RORO 船が運航 

◆企業進出が進む響灘地区 

地区内には、ひびきコンテナターミナルを配すとともに、北九州市が有する 24 時間

運用可能な空港やフェリー・RORO 船、鉄道貨物ターミナルの物流インフラを活用した

物流網の構築が可能となっています。 

日本とアジアを結ぶゲートウェイとして、製造・物流の拠点として、多くの企業から

熱い注目を集めております。 

また、同地区では、グリーンエネルギーポートひびき事業に基づき、風力発電産業を

はじめとした環境・エネルギー産業の集積を図っています。 
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施設紹介 

新門司地区 

■新門司フェリーターミナル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新門司北地区 

 新門司フェリーターミナル  

西日本最大級のフェリー基地として、四国、関西、関東への長距離フェリーと名古屋等

への RORO 船が就航しており、大消費地との多頻度輸送が可能です。 

 

 新門司自動車物流センター  

自動車物流における海上輸送の効率化及び国内自動車メーカーの共同輸送を実現する、

九州最大規模の総合的な自動車物流センターです。完成車 62万台、自動車部品搬送用トレ

ーラー８万台、計 70 万台の年間取扱能力を有し、完成車・自動車部品の国内物流を強力に

サポートしています。 

 新門司発着航路一覧  

阪九フェリー          

神戸向け    １便／日 

泉大津向け   １便／日 

名門大洋フェリー        

大阪南港向け  ２便／日 

オーシャントランス       

徳島・東京向け １便／日 

東京九州フェリー       

横須賀向け   １便／日 

トヨフジ海運・ 

フジトランスコーポレーション  

名古屋等向け  ７便／週 

阪九フェリー 

オーシャン 

トランス 
名門大洋 

フェリー 

新門司フェリーターミナル 

 

 
 
 

 

新門司自動車物流センター 

トヨフジ海運・ 

フジトランス 

コーポレーション 

東京九州フェリー 
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小倉地区 

施設紹介 

■小倉(浅野)フェリーターミナル 

 

松山・小倉フェリー 

北九州貨物ターミナル駅 

①24 時間稼動、②本線上の列車から

のコンテナの直接荷卸し(着発線荷

役方式)により迅速な荷役作業が可

能、③海上コンテナへの対応により

アジアへ向けた「シー＆レール」が可

能という３つの特徴を有し、全国の

コンテナ取扱駅と豊富なダイヤで結

ばれています。 

都心に近くＪＲへのアクセスもよい利便性にすぐれたフェリーターミナルです。

四国（松山）へ隔日１便のフェリーが運航されています。 
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臨海部産業団地 

施設紹介 

＜響灘地区＞ 

■響灘臨海工業団地 
 本団地は九州全域及び中国地方へのアクセス面に加えて、港湾インフラによってアジ

ア諸国と連携した生産・貿易拠点としての優位性を背景に、ブリヂストンをはじめ、製

造業を中心とした多くの企業が立地しています。 

また、本団地を含む響灘地区は本市環境・リサイクル産業振興政策の中心地であり、

グリーンエネルギー関連企業をはじめとした製造業の一大拠点として発展しています。 

 

 

 

 

響灘西部地区分譲地 

響灘東部地区分譲地 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JEPLAN 

造成中 

※造成完了箇所から

順次分譲予定 

九州電力送配電㈱ 

山田産業 

鶴丸海運 

鉄鋼処理産業 

共栄産業 
竹田商会 

第一港運 

ＯＣＣ 
乾杯堂 

三和商運 

フィード・ワン 

響
灘
３
号
緑
地 

鋼ライン 

ニッスイマリン工業 
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施設紹介 

＜新門司地区＞ 

■マリナクロス新門司 
九州の玄関口に位置し、高速道路にわずか５分でアクセスできるロケ―ションを誇り、九

州のみならず、中国地方をはじめ本州への最適物流が実現できる九州でも有数の物流団地

です。また、団地内には西日本最大級のフェリーターミナルを擁し、関東・関西圏へのグリ

ーン物流を実現します。さらに北九州空港へのアクセスも良く、陸・海・空の様々な物

流ルートの活用が可能です。 

現在、トヨタ自動車の物流拠点をはじめ、約 100 社の企業が立地しており、本州や九州各

地への結節点としての優位性から、九州における物流拠点として物流企業の集積が加速し

ています。 

新門司ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙ 

北九州空港 

 

 
 
 

 
 

 

ＥＣＬエージェンシー 
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施設紹介 

北九州市 市民太陽光発電所 

■市民太陽光発電所の概要 

 

◇所 在 地 ：北九州市若松区響町 

◇敷地面積 ：2.3ha 

◇発電出力 ：1,500kW 

◇発電開始 ：平成 25年（2013 年）９月１日    

◇発電形式 ：太陽光発電（多結晶シリコン太陽電池） 

 

 

 

現在の発電量が分かります︕ 
http://210.191.73.35/megasolar/p/publish/kitakyushu.action 
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北九州空港 ～早朝から深夜まで、利便性の高い海上空港～ 

施設紹介 

■北九州空港の概要 

北九州空港は、国が設置する国管理空港で、平成 18

年(2006 年)３月に開港しました。 

九州・中四国で唯一の 24 時間利用可能な海上空港

です。 

現在の滑走路の長さは 2,500ｍで、令和５年度(2023

年度)３月より、国において、「北九州空港滑走路延長

事業」が実施されており、滑走路が 3,000ｍに延長さ

れます。 

供用開始は、令和９年(2027 年)８月末の予定です。 

 

 

■北九州空港からの就航路線図 

令和６年（2024年）６月現在の定期便運航状況は、 

以下のとおりです。 

種別 路線 航空会社 
運航便数 

(Ｒ６(2024).６) 

旅
客 

国
内
線 

東京(羽田) 

日本航空 ３往復/日 

スターフライヤー 11 往復/日 

国
際
線 

ソウル(仁川)(韓国) ジンエアー １往復/日 

釜山(韓国) ジンエアー 
３往復/週 

（運休中） 

台北(桃園)(台湾) スターフライヤー 
１往復/日 

（運休中） 

大連(中国) 中国東方航空 
３往復/週 

（運休中） 

貨
物 

国
内
線 

東京（羽田/成田） 

那覇 
ヤマトグループ ２往復４便/日 

国
際
線 

仁川→北九州→仁川 大韓航空 ３便/週 

深圳→関空→北九州→

関空→深圳 
UPS ５便/週 
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施設紹介 

■北九州空港ターミナルビル 

快適性と安全性を追求した、わかりやすく機能的な館内構造となっています。 

北九州の山並みや海、祭の山車をモチーフにした地方色豊かな外観を備え、エントランスでは、

イベントや地域情報も発信しています。 

全館インターネット利用可能な無線 LAN 環境が整備されており、飛行機見学、写真撮影が間近に

できる展望デッキがあります。 

外観               １Ｆ 到着フロア 

２Ｆ メーテル像             ３Ｆ 展望デッキ 

©松本零士・東映アニメーション 

■北九州空港利用者数 

平成 30 年度 

(2018 年度) 

令和元年度 

(2019 年度) 

令和２年度 

(2020 年度) 

令和３年度 

(2021 年度) 

令和４年度 

(2022 年度) 

令和５年度 

(2023 年度) 

航空便 

利用者数（人）
1,783,432 1,579,108 322,783 481,505 838,792 1,175,399 

１Ｆ 到着フロア＆エントランス ２Ｆ 出発フロア＆ショッピング 

 

 

施設紹介 
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施設紹介 

■空港へのアクセス 

バス・タクシー 

◇北九州市内の主要なＪＲ駅や拠点を結ぶエアポートバスが運行しており、小倉線は始発

から最終まで全ての航空旅客便に接続しています。その他市内各地へは、相乗り・定額

タクシーが便利です。 

◇早朝・深夜便に合わせて、福岡方面のリムジンバスも運行しています。また、福岡市内に

おいても、天神・博多相乗りタクシー（天神・博多シャトル）を実証運行中です。 

 

北九州空港駐車場 

◇北九州空港は、苅田北九州空港 IC（東九州自動車道）から車で約 10 分のところに位置

し、ターミナルビルの目の前に大規模駐車場を完備しています。収容台数は約 1,780 台

となっており、北九州空港のホームページにて空き状況の確認が可能です。 

◇駐車料金については、１時間無料、３日目以降の長期間利用割引があり、クレジットカ

ード、電子マネー、QRコードによる決済に対応しています。 

 

▲空港の目の前（普通車 1,780 台） ▲車両ナンバーをデジタル管理 

▲バス路線図 ▲相乗り・定額タクシー運行エリア 
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施設紹介 

■物流拠点化を目指す 北九州空港 

北九州空港の物流拠点化のメリットについて 

◇九州で唯一 24時間利用可能な海上空港のため、就航時間に

左右されず、早朝･深夜の貨物輸送が可能です。 

◇アジアに近い地理的な優位性があるほか、空港島の護岸を

使ったシーアンドエア輸送が可能です。 

◇北九州空港は、税関空港に指定されており、門司税関北九州

空港出張所が、通関･保税対応しています。また、検疫空港、

動物検疫空港にも指定されています。 
 

国内・国際貨物定期便について 

◇ヤマトグループによる国内貨物定期便が運航しています。 

A321-200P2F の小型機材を運用し、日本で唯一の国内線フレ

イターとして、北九州エリアの物流集積機能向上に貢献し

ています。 

◇大韓航空による国際貨物定期便が運航しています。 

B747F を中心とした大型機材を運用し、仁川国際空港から世

界 39 カ国 110 都市に接続しています。 

 ◇UPS による国際貨物定期便が運航しています。 

 B767F の中型機材を運用し、関西国際空港や深圳宝安国際空  

港から世界 200 以上の国・地域へ接続しています。 
 

国際貨物チャーター便について 

◇日本貨物航空、アトラス航空、大韓航空、シンガポール航空

などの就航実績があります。 

◇ジャンボ貨物機（B747F）や大型機材によるチャーター便（人

工衛星等）の運航が可能です。 

◇高さのある貨物や長尺貨物、重量物、大量貨物から旅客便で

搭載できない危険品まであらゆる貨物の搭載が可能です。 
 

貨物地区について 

◇トラックドックリフター・14 トンスケール・冷凍冷蔵コン

テナなどを完備した第一国際貨物上屋（875 ㎡）、20ｍの庇・

14 トンスケールを完備した第二国際貨物上屋（1,240 ㎡）

の他、貨物テント倉庫（保税）（375 ㎡）国内第二貨物上屋

（1,488 ㎡）も備えています。 

◇大型貨物機用エプロン（90番スポット）は、ノーズオペレ

ーションによる長尺貨物の取扱いが可能で、大型機用エプ

ロン（０番スポット）及び小型貨物機用エプロン（91 番ス

ポット）も備えています。 

アトラス航空 

シンガポール航空 

国際貨物定期便（大韓航空） 

日本貨物航空 

国際貨物定期便（UPS） 

国内貨物定期便（ヤマトグループ） 

提供：ヤマトホールディングス（株） 

貨物地区 

 

 

施設紹 
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計画・構想 

北九州港長期構想 

■長期構想の策定（令和４年(2022年)12月） 

長期構想は、北九州港の20～30年先の将来の姿や、それを実現するための施策の方向性を

示したもので、港湾法により港湾管理者に策定が義務付けられている『港湾計画』の指針と

なるものです。 

今回の長期構想は、物流産業を軸とし、カーボンニュートラルや循環型社会を実現する 

『グリーン』な港、デジタル技術を活用した円滑な物流、高度な生産性 と良好な労働環境、

魅力ある観光等を実現する『スマート』な港を実現し、港から SDGs（持続可能な開発目標）

を牽引していくため、基本理念を「地域経済と物流・産業を支え、『グリーン』で『スマー

ト』な未来を創造する北九州港 ～世界とつながり SDGsを牽引～」と定めています。 

この基本理念のもと、目指す姿を ４つの分野ごとに掲げ、目指す姿の実現に向け、11の取

組方針とそれぞれに対応した具体施策を定めています。

 

■長期構想の概要 

 

 

 

 

 

 

 

＜取組方針・具体施策＞ 

＜基本方針＞ 

地域経済と物流・産業を支え、 

『グリーン』で『スマート』な未来を創造する北九州港 

～世界とつながり SDGsを牽引～

 

 

北九州港港湾計画 

事業紹介 
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【物流・産業】物流を強靭化し、産業をリードするみなと 

【環境・エネルギー】環境と経済の好循環をもたらすみなと 

  

 
 

事業紹介 計画・構想 
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【人流・賑わい】国内外の人々が訪れ、暮らし、賑わうみなと 

 
 

【安全・安心】産業活動が継続し、安全・安心を感じられる強靭なみなと 

 

  

 
 

事業紹介 計画・構想 
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計画・構想 

北九州港港湾計画 

■港湾計画とは 
港湾計画は、港湾空間（陸域・水域）において、開発、利用及び保全を行うにあたっての指

針となる基本的な計画です。 

港湾法第３条の３に規定されている法定計画で、港湾管理者に策定が義務付けられています。 

■港湾計画の変更 

港湾計画の内容を変更する必要があるときには、港湾管理者は港湾計画変更を行っています。

港湾計画変更には、改訂、一部変更、軽易な変更の３種類があります。 

■北九州港港湾計画の変遷 

時 期 変更の種類 主な内容 

昭和54年（1979年） 改 訂 新門司フェリーターミナル 

平成 ３年（1991年） 改 訂 響灘西地区処分場 

平成 ８年（1996年） 改 訂 新若戸道路・ひびきコンテナターミナル 

平成24年（2012年） 改 訂 響灘東地区処分場 

令和 ５年（2023年） 改 訂 新門司ROROターミナル 

                   

■北九州港港湾計画の概要 

 

○港湾計画の目標年次 

現行の港湾計画の目標年次は2030年代後半としています。 

 

○港湾計画の基本方針（令和５年（2023年）改訂） 

【物流・産業】物流を強靭化し、産業をリードするみなと 

(1) アジア航路・国際フィーダー航路の拡充 

(2) デジタル技術を活用した高規格なコンテナターミナルの形成 

(3) 付加価値を生む高規格な物流施設の拡充 

(4) 次世代高規格フェリー・ROROターミナルの形成 

(5) 国際自動車輸送拠点の形成 

(6) シー＆エア、シー＆レールの促進 

(7) 国際バルク貨物ターミナルの拡充 

(8) アクセス道路の拡充 

(9) 産業用地の確保と企業の立地促進 

 

 

 

 

 

 

北九州港港湾計画 

事業紹介 
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【環境・エネルギー】環境と経済の好循環をもたらすみなと 

(1) 洋上ウインドファーム事業の促進と風力発電関連産業の総合拠点の形成 

(2) 水素・燃料アンモニア等リキッドバルク拠点の形成 

(3) カーボンフリーターミナルの形成 

(4) モーダルシフトを促進するフェリー・RORO拠点機能の強化 

(5) ブルーカーボン生態系の保全・再生・創造 

(6) 新たな循環資源のリサイクル・リユース拠点の形成 

(7) 海面処分場の計画的な配置・整備 

 

【人流・賑わい】国内外の人々が訪れ、暮らし、賑わうみなと 

(1) 観光資源や集客・商業施設等を活かした観光拠点の魅力の向上 

(2) 観光拠点ネットワークの形成 

(3) クルーズを安心して楽しめる受入環境の整備 

(4) 市民に親しまれる水辺空間の魅力の向上 

(5) マリンレジャー拠点の充実 

 

【安全・安心】産業活動が継続し、安全・安心を感じられる強靭なみなと 

(1) 災害に強い基幹的海上交通ネットワークの拡充 

(2) ハード・ソフトが一体となった防災機能等の向上 

(3) 不許可係留船の計画的な収容 

(4) 臨海部広域支援拠点の形成 

(5) 港湾施設の戦略的なアセットマネジメントの推進 

 

※北九州港長期構想及び北九州港港湾計画の詳細については、 

北九州港ホームページ［北九州港長期構想・港湾計画］をご覧下さい。 

http://www.kitaqport.or.jp/jap/outline/tyouki_kousou.html 
 

  

 
 

事業紹介 計画・構想 
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事業紹介 計画・構想 
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事業紹介 計画・構想 
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計画・構想 

北九州港港湾脱炭素化推進計画 

 
 

■港湾脱炭素化推進計画の策定（令和６年(2024年)２月） 

港湾脱炭素化推進計画は、港湾における温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする『カ

ーボンニュートラルポート（CNP）』の形成を目指して、継続的かつ計画的に港湾の脱炭素化

の取組の推進を図るために港湾管理者が作成する法定計画（港湾法第50条の２）です。 

北九州港では、脱炭素化に取り組む官民の港湾関係者等により構成する「北九州港港湾脱

炭素化推進協議会」を設立し、この協議会での議論を踏まえ、北九州港における官民の連携

による脱炭素化の取組を定めた「北九州港港湾脱炭素化推進計画」を策定しました。 

 

■北九州港港湾脱炭素化推進計画の概要 

○対象範囲 

 
○主要目標 

【CO2排出量】  

・令和12年度（2030年度）：838万トン/年（平成25年度（2013年度）比 47％削減） 

・令和32年（2050年）：実質０トン/年 

 

○脱炭素化の促進に資する港湾の効果的な利用の推進に係る取組方針 

 【温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化に関する取組】 

［公共ターミナルに関する取組方針］ 

・港湾管理者や港湾施設利用企業等は、公共ターミナルの使用電力の再エネ100%電力

化や荷役機械の低・脱炭素化等による「カーボンフリーターミナル」の形成を推進

します。 

   ・将来的には、港湾へのDX（デジタルトランスフォーメーション）の導入拡大や更な

るモーダルシフトの推進等による港湾機能の高度化、効率化を促進します。 

［公共ターミナルを出入りする船舶・車両に関する取組方針］ 

 ・次世代エネルギーの利用や脱炭素技術の導入等による低・脱炭素化を推進します。 

［公共ターミナル外に関する取組方針］ 

 ・港湾・臨海部の立地企業は、産業機械等の省エネ化・電化、製造プロセスの変革、

既存発電設備における低・脱炭素型発電設備への転換等による産業活動の脱炭素化

を推進します。 

［吸収源対策に関する取組方針］ 

 ・ブルーインフラの整備を推進することで、CO2吸収源として大きなポテンシャルが期

待されているブルーカーボン生態系の造成・再生・保全を促進し、CO2吸収源対策に

寄与します。 

 

①公共ターミナルにおける脱炭素化の取組 

②公共ターミナルを経由して行われる物流活動（船舶・車両）に係る脱炭素化の取組 

③港湾区域及び臨港地区内の企業活動や港湾利用等に係る取組  

［公共ターミナル外における脱炭素化の取組］ 

 

 

 

北九州港港湾計画 
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 【港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する取組】 

［脱炭素電力の供給に関する取組方針］ 

   ・再生可能エネルギーや水素等の次世代エネルギーを利用した電力供給源の確保を推

進し、港湾・臨海部への脱炭素電力の供給量拡大による産業活動等の脱炭素化を促進

します。 

［水素・アンモニア等のサプライチェーン構築に関する取組方針］ 

 ・水素等のサプライチェーンの構築を推進し、港湾・臨海部における産業活動等の脱

炭素化を促進します。 

 

○北九州港におけるカーボンニュートラルポート（CNP）形成のイメージ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※北九州港港湾脱炭素化推進計画及び北九州港CNP形成の詳細については、 

北九州港ホームページ［北九州港カーボンニュートラルポート（CNP）］をご覧下さい。 

 

https://kitaqport.jp/jap/outline/cnp.html 
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【構想策定の経緯】 

近年のＥコマース市場の急拡大による輸

送需要の増加や、ドライバー不足が深刻化す

るなど物流業界を取り巻く環境の「目まぐる

しい変化」や、脱炭素や SDGs などの「新た

な時代の要請」に対応しつつ、陸海空の充実

した交通網など、本市が有する物流拠点とし

てのポテンシャルを更に活かすために、令和

４年（2022 年）３月、新たに「北九州市物流

拠点構想」を策定しました。  

 

【構想の構成及び内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■北九州港と北九州空港の 

国際物流拠点化 

■九州エリアの 

物流集約拠点の形成 

■九州・西中国エリアへの 

配送拠点の形成 

■物流基盤を活かした 

成長産業の拠点形成 

■産学官連携による 

物流施策推進体制の構築 

■物流施設の集積用地 

の確保に向けた取組 

物流を取り巻く現状 本市の現状 ニーズ 

労働力不足 
効率的な 

集荷・輸配送 
脱炭素化 物流機能の強化 

課 題 

課題解決の方向性 

強靭で持続可能 

なグリーン物流 

ネットワークの 

構築

物流の効率化・ 

生産性の向上 

物流基盤の強化 

による効率的な 

物流の実現 

物流基盤を 

活かした 

成長産業の誘致 

物流の高度化・ 

次世代物流 

の実現

施 策 

〇 輸配送の効率化（民間・公共） 

〇 労働生産性の向上（民間・公共） 

〇 物流の低炭素化・脱炭素化 

（民間・公共） 

〇 物流インフラの長寿命化・強靭化 

             （公共） 

〇 物流施設の立地促進（民間・公共） 

〇 インフラの充実・強化（公共） 

〇 次世代物流プロセスにおける開発支援 

（民間・公共） 

〇 物流を支える人材の確保・育成 

（民間・公共） 

〇 成長産業の誘致（公共） 

リーディングプロジェクト 

本
市
の
物
流
拠
点
と
し
て
の 

ポ
テ
ン
シ 

ル 

構想を推進することにより、本市が物流拠点として目指す姿 

① 陸・海・空の結節点周辺エリアを中心に、物流関連施設の集積を図る 

② 各種輸送モードを組み合わせ、 

        多種多様な物流ニーズと時代の変化に対応できる街 

本市が目指す姿のイメージ図 

計画・構想 

北九州市物流拠点構想 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■ 

35



多くの人が憩い・賑わう港  

事業紹介 

練習船「大島丸」体験航海

■観光・交流拠点の形成 
多くの人々が憩い賑わう港を目指し、海や港に接する機会の少ない市民が、海や港を

身近なものに感じてもらえるよう事業を実施しています。具体的には、船舶の体験航海・

一般公開などを通じて船や港について学んでいただいたり、下関市と連携した関門海峡

花火大会など、海や港に関するイベントを開催することにより、海辺の賑わいづくりを

行い、北九州港の魅力を広く市内外へ向けてＰＲしています。 

 

◆北九州港・みなとまちづくり事業 

 北九州港の魅力を様々なイベント等を通じて広く市民に周知するとともに、人々が集

い、交流することで、にぎわいのある海辺づくりとイメージアップを目指しています。

また、スナＱ「Ｘ（旧 Twitter）」等を活用し、タイムリーな情報発信を行っています。 

 

●船舶公開事業 

船内の一般公開や広報活動等を通じて、海や港に親しむ機会を市民に提供しています。 

令和５年度（2023 年度）は、門司みなと祭 

（５月 27､28 日）にあわせて、帆船「みらい

へ」を招へいしました。【市制 60周年記念事業】 

帆船「みらいへ」では、関門海峡の体験航海

を行い、43人の親子が参加しました。航海中は、

セイルハンドリング（帆張り、畳み）やデッキ

ゲーム、バウスプリット（船の先端）渡りなど、

帆船ならではのメニューを実施しました。 

また、一般公開も行い、２日間で約 1,700 人の市民が、操舵室や船室等を見学しまし

た。令和６年度（2024 年度）は、５月 25､26 日に実施しました。 

 

●北九州市民クルーズ事業【市制 60周年記念事業】 

 船舶を活用して体験航海（イベント）を実施し、広く市民に港や海に親しんでもらうと共に

港のにぎわいを創出しています。令和５年度（2023 年度）は、８月 23日に、大島商船高

等専門学校の練習船「大島丸」による六連島手前付近までの体験航海を実施し、70人の

親子が参加しました。航海を楽しむほか、普段、入ることができない操舵室や機関室な

どを見学しました。また、10月 1日には、

「白洲灯台設置 150 周年記念洞海湾・響

灘クルージング」を実施し、57人の親子

が明治６年（1873 年）の初点灯から 150

周年を迎えた白洲灯台や若戸大橋、若松

港築港関連施設群などを船上から見学し

ました。 

セイルハンドリング（帆張り、帆畳み）体験
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事業紹介 

●歓迎訪船 

北九州港に入港する練習船等に対し歓迎の

意を表するため、歓迎訪船を実施しています。 

令和５年度（2023 年度）は、独立行政法人

海技教育機構が所有する練習船等が６回寄港

しました。令和６年度（2024 年度）は、７回

寄港する予定です。 

 

◆北九州港マスコットキャラクター「スナＱ」の利活用 

スナメリが生息する環境に優しいエコ・ポート「北九州港」の象徴的存在として、海

辺や港で行われるイベントや市内の様々なイベントに参加しています。また、スナＱの

公式 X（旧 Twitter）やフェイスブック、北九州港ホームページ（スナＱの部屋）などを

活用し、北九州港をＰＲしています。なお、門司区にある旧大連航路上屋には、スナＱ

と一緒に写真をとることができるフォトスポットがあります。 

 

 プロフィール 

●名前 

スナＱ（スナキュー） 

427 点の応募の中から選ばれました。 

スナメリの「スナ」と北九州の「キュー」を掛け合せた名前です。 

●誕生日 

11 月 15 日（北九州港が開港した日と同日） 

●住んでいる所 

関門海峡や響灘に住んでいます。 

●モデル 

世界最小のクジラ「スナメリ」がモデルです。 

北九州港開港 120 周年（平成 21 年(2009 年)）のマスコットキャラクターと

して誕生しました。 スナＱ® 

X(旧 Twitter) 

facebook 

 

「スナＱ」のＸ（旧 Twitter）と facebook では、 

「スナＱ」の活動を通じて、北九州港の魅力などの 

情報を発信しています。 

※アドレス 

【Ｘ（旧 Twitter）】 

https://twitter.com/kitakyushu_port 

【facebook】 

https://facebook.com/minatonosunaq 
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事業紹介 

◆みなとオアシス推進事業 

令和元年（2019 年）、門司港・西海岸エリア一帯の施

設が「みなとオアシス門司港」として国土交通省に登録さ

れたことを受け、地域住民の交流や観光の振興を通じた地

域の活性化に資する「みなと」を核とした地域づくりを推

進しています。 

 

●みなとオアシス門司港ＰＲイベントの実施 

令和５年度（2023 年度）は、開港記念日（11月 15 日）

に近い11月18、19日に開港記念イベントを実施しました。

【市制 60周年記念事業】 

帆船「海王丸」や門司海上保安部巡視艇等が一堂

に寄港した船舶大集合や新門司港に就航するフェリー4社等がＰＲブースを出展したお

船フェスタ、海事関係者等の制服ファッションショーなど、さまざまなイベントを実施

しました。11 月 18、19 日に開催されたイベントには、２日間で約３万４千人が来場し

ました。令和６年度（2024 年度）は、「みなとハロウィン」をテーマに、10 月 26、27

日に実施する予定です。 

 

●船舶招聘事業 

船内の一般公開や広報活動等を通じて、海や港に

親しむ機会を市民に提供しています。令和５年度

（2023 年度）は、北九州港開港記念イベント（11

月 18，19 日）にあわせて、日本最大級の帆船「海

王丸」や浚渫船など５隻を招へいしました。 

帆船「海王丸」では、シップスクールを行い、 

35 人の親子が参加しました。帆船「海王丸」に乗船し、ジブセイル（先端の３枚帆の

張り、畳み）やヤシの実を使ったデッキ磨き、ロープワークなどを体験しました。また、

一般公開も行い、２日間で約 2,900 人の市民が、デッキ上の実習設備等を見学しました。 

浚渫船などの４隻についても、一般公開や体験アクティビティを実施したほか、帆船

「海王丸」を含む５隻を周遊するスタンプラリーも行い、初日荒天だったにも関わらず

２日間で約 8,000 人の市民に船舶や海の素晴らしさを体感していただきました。 

ジブセイル（帆張り、帆畳み）体験

令和５年度(2023 年度) 開港記念イベントちらし 

浚渫船 一般公開

帆船「海王丸」
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事業紹介 

●船舶を利用したクルーズの実施 

海や港の魅力等を学ぶことを目的に、海上交通機関としてなじみの深い「フェリー」

を使用し、一般公募した参加者に乗船いただき、北九州港及び関門海峡を見学するクル

ージングを実施しています。令和５年度（2023 年度）は、前年度に引き続き、北九州

港に就航する５社（阪九フェリー、名門大洋フェリー、オーシャン東九フェリー、東京

九州フェリー、松山・小倉フェリー）の営業航路を活用したモニターツアーを実施し、

計 103 人が参加しました。 

 

 

 

 

 

 
 

●Instagram 等を活用した SNS の推進 

令和５年度（2023 年度）は、門司港レトロ地域全体での情報発信を目的に、みなと

オアシス門司港登録施設を中心とした関係団体が連携して発信できるよう「ソーシャル

メディアを活用した広報力向上のための研修会」を実施しました。 

研修会では、各団体が発信している SNS の投稿内に「＃みなとオアシス門司港」を表

記した情報発信や、各団体の SNS のフォロー・リプライ等による連携など、ネットワー

クの構築を図ることができました。 

令和６年度（2024 年度）は、みなとオアシス門司港の Instagram を新設し、門司港

でのイベントや各施設の紹介をします。 

 

 

 

 

◆北九州港市民ＰＲ事業 

●海の日記念事業 

「海の日」とは、『海の恩恵に感謝し、海洋国日本の繁栄を願う日』であり、国民の

祝日として平成８年（1996 年）に制定されました。当初は７月 20日でしたが、平成 15

 

Instagram 
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事業紹介 

年（2003 年）から７月の第三月曜日に変更となり、この日に合わせてさまざまな事業

を実施しています。 
 

【関門港ボート天国】 

海上安全思想の普及や、マリンレジャーの健全な発

展に資することを目的とし、SWIM＆RUN やクルーザー・

プレジャーボートの体験乗船などのイベントを実施し

ています。 

令和５年度（2023 年度）は、SWIM＆RUN 等を７月 16

日に実施し、約１万人の来場者でにぎわいました。令

和６年度（2024 年度）は、７月 14 日に実施しました。 
 

【ミニ・ミニ・トライアスロン】 

門司区の地元海運業者等を中心とした民間団体が主体となり、港湾区域をめぐるトラ

イアスロンを実施しています。めかり塩水プールでの「SWIM」、和布刈から田野浦埠頭

を通り太刀浦埠頭までの「RUN」、太刀浦埠頭内を周回する「BIKE」で競います。令和５

年度（2023 年度）は、８月 20 日実施し、海運事業者や行政機関等から計 147 名が参加

しました。令和６年度（2024 年度）は、８月 25日に実施予定でしたが、悪天候のため

中止となりました。 
 

●花火大会 

関門海峡や洞海湾という「海」を舞台に行われる花火を

支援し、海辺の賑わいづくりを行っています。 
 

【関門海峡花火大会（門司区）】【市制 60周年記念事業】 

海峡を挟み、海から打ち上げる世界でも珍しい花火大会

であり、約 15,000 発の花火を打ち上げる北九州市を代表す

る花火大会です。８月 13 日にまちづくり団体が主体となり、

関門連携事業として開催しています。 

令和５年度（2023 年度）は、８月 13 日に門司側と下関

側で計 70 万人が来場しました。令和６年度（2024 年度）

も、８月 13 日に実施しました。 
 

【くきのうみ花火の祭典（若松区）】【市制 60 周年記念事業】 

洞海湾の夏の夜を彩る風物詩として、若戸大橋

でのナイアガラの仕掛け花火など、約 4,000 発の

花火を打ち上げる花火大会であり、毎年、７月下

旬に開催しています。 

令和５年度（2023 年度）は、７月 29 日に開催

され、市制 60周年を祝う記念花火の打ち上げもあ

り、約 30万人が楽しみました。令和６年度（2024

年度）は、７月 20 日に実施しました。 
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■門司港レトロ地区臨海部開発事業 

 

 本事業計画地は、門司港レトロ地区内の関門海峡に面する魅力的なウォーターフロン

ト空間にあり、ＪＲ門司港駅に近接する交通利便性にも優れた立地環境を有しています。 

 本事業では、門司港レトロ地区のより一層の魅力向上や同地区が抱える来訪者の滞在

の長時間化等を図るため、宿泊機能を有する集客施設の整備が行われます。 

 

【事業概要】 

所 在 地：門司区西海岸一丁目 29番６ 

面  積：3,520.60 ㎡ 

事 業 者：美里建設株式会社 

 

【事業スケジュール】 

 ・令和３年（2021 年）９月  優先交渉権者決定（開発事業者公募） 

 ・令和４年（2022 年）１月  市有財産(土地)売買契約締結 

 ・令和６年（2024 年）１月  着工 

 ・令和８年（2026 年）７月  ホテル、商業施設開業（予定） 

事業計画地 

【イメージ図(事業者提案より)】 

 

 

事業紹介  
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クルーズ船の誘致活動 

事業紹介 

展示会への参加 

保育園児による太鼓演奏でのお見送り 

市民クルーズ説明会 

 

 

クルーズ船を北九州港へ誘致し、港の魅力を国内外へ広く発信することで、さらに多

くの人や物が集まる港を目指しています。 

 
 
■船会社・旅行会社等への情報発信 

国内外の船会社・旅行会社等へ港の情報や観光情報を発

信することで、クルーズ船の寄港誘致や寄港地ツアーの造

成につなげます。 

  

 

 

■船会社等の招へい活動 
船会社等の担当者を招へいし、港や観光地を視察しても

らうことで、港のイメージアップを図り寄港誘致につなげ

ます。 

 

 

 

■ポートセールス 

下関市や九州各都市と連携して展示会や商談会に参加し、

積極的に国内外の船社や旅行社等に共同でポートセールス

を行い、クルーズ船の寄港誘致につなげます。 

 

 

 

■市民クルーズ  
船会社・旅行会社と協力し、市民への特別割引等を行う

市民クルーズを設定してもらい、クルーズの魅力をＰＲす

るとともに、クルーズ人口の増加を図ります。 

市民がクルーズを楽しむ機会を増やせるよう、北九州港

発着のクルーズ実施を船会社や旅行会社に働きかけます。 

 

 

 

■おもてなしイベント 
地元関係団体の協力のもと、寄港した船のお出迎えやお

見送りイベントなどを催し、乗客の心に残るおもてなしを

実施します。 

 

 

 

船社・旅行社等を招へいした FAM ツアー 
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ポートセールス活動 

事業紹介 

北九州港への集貨や定期航路の誘致を行うため、国内外の船会社、メーカー、商社、

物流事業者への訪問を行うなど、官民一体となった営業活動を積極的に行っています。 

■北九州港航路集貨対策委員会 

北九州港に関係するメーカー、商社、港運事業者、海事関係団体など約 110 団体で構

成し、定期航路誘致や集貨に向けたさまざまな活動を展開しています。 

 

■北九州港セミナーin東京 

    

   

 

 

 

 

 

■市内開催の物流セミナー 

北九州港の認知度向上及び利用促進を図る目的で、国際物流に関するセミナーとあわ

せて港湾施設等の見学会を実施している事業です。 

令和６年（2024 年）２月７日に開催し 90 名が参加しました。 

第１部 セミナー 

市長プレゼンテーション 第２部 ビジネス交流会 

各地のメーカー、商社、船社、物流事

業者などの方々を対象に、港のＰＲと利

用促進を目的に実施している事業です。 

令和５年（2023 年）10 月 26 日に開催

し、450 名の参加を賜り、盛大な会とな

りました。 

セミナー会場 施設見学（太刀浦コンテナターミナル） 
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海外諸港との交流 ～姉妹港・友好港～ 

事業紹介 

 

 

北九州港では、米国・タコマ港及びタイ・レムチャバン港と姉妹港を、中国・大連港

と友好港を締結し、姉妹港・友好港会議や、研修生の相互派遣など、活発な国際交流活

動を行っています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「姉妹港」と「友好港」の違い：大連港（中華人民共和国）においては、日中間の国際関

係上、姉妹という優劣をつけるような表現を使用しないため、「友好港」としています。 

 

◆姉妹港・友好港の紹介 

●アメリカ合衆国・タコマ港（姉妹港） 

米国西海岸のワシントン州に位置する北米屈指のコンテナ港

であり、アジアやアラスカへのゲートウェイとして利用されてい

ます。ターミナル内から２つの大陸横断鉄道へと接続でき、また

他州へのアクセスもよく、物流面における立地条件にも恵まれて

います。 

 

●中華人民共和国・大連港（友好港） 

遼東半島の南端に位置し、広い港域と大深水、不凍という恵ま

れた自然条件を備え、東アジアと北米、欧州を結ぶトランシップ

港として、優れたロケーションにあります。ターミナル内には、

160km に及ぶ鉄道網や 300,000 ㎡の倉庫群、180 万㎡の蔵地場が

あり、80 以上のバースを有しています。令和元年(2019 年)に遼

寧省内の営口港と合併し、遼寧港口集団有限公司により運営され

ています。 

 

●タイ王国・レムチャバン港（姉妹港） 

バンコク東南のシャム湾に位置し、11 のコンテナターミナルや

RORO 船用ターミナルの他、多様なターミナルを有し、国際的なサ

ービスを行っています。港の運営は、タイ港湾公社の監督のもと、

民間に委託されており、国際的に見ても成長率の高い港のひとつ

です。 

タコマ港（アメリカ合衆国） 昭和 59 年(1984 年)７月５日／姉妹港宣言書 

大連港（中華人民共和国） 昭和60年(1985年)５月８日／友好港提携協議書 

レムチャバン港（タイ王国） 平成３年(1991 年)７月 22 日／姉妹港宣言書 
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事業紹介 

風力発電関連産業の総合拠点 

 

■「グリーンエネルギーポートひびき」事業 
◆「風力発電関連産業の総合拠点」の形成 

１ 事業の目的 

洋上風力発電は、再生可能エネルギーの主力電源として期待されています。令和２年

（2020 年）、洋上風力の産業競争力強化に向けた基本戦略として、政府は導入目標を明

示し、同時に次世代技術とされる「浮体式」についての技術開発支援を掲げました。ま

た、海洋基本計画において、現在は、領海内に限られる洋上風力発電所の設置海域を排

他的経済水域（EEZ）にまで広げる法整備を行っているところです。 

一方、北九州市は、平成 23 年（2011 年）から「グリーンエネルギーポートひびき」

事業に取り組み、北九州市から全国、更には東アジアに向け、多様なサービスを提供す

る「風力発電関連産業の総合拠点」の形成を目指しています。この取組を通じて、地域

経済の発展及び日本のグリーンイノベーションの成長に貢献していきます。

２ 風力発電関連産業の総合拠点とは 

本市が目指す「総合拠点」は次の４つの機能を備えています。 

① 積出・建設機能：洋上風車を陸上で事前組み立てし、完成体に近い形で設置海域

に向け積み出し設置する機能。 

② 製造産業機能：基地港湾直背後の産業用地に風車部材や風車基礎等の製造産業

を集積させる機能。 

③ Ｏ＆Ｍ機能：風車の安定的かつ効率的発電を維持するため、運転監視やメンテナ

ンスサービスを提供する機能。 

④ 物流機能：海域に設置する洋上風車の部材の他、響灘地区で製造した風車部材や

その原料を搬出入する機能。 
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事業紹介 

ＡＣＴ Ⅰ 【平成 23 年(2011 年)～令和４年(2022 年)】 

３ これまでと今後の取組み 

平成 23 年（2011 年）の事業開始から、次のとおり段階を経て取組を進めています。 

 

 

① 平成 23 年（2011 年）～ 実証研究施設等の誘致 

響灘地区に設定した「実証研究エリア」において、平成 25年（2013 年）５月、風車 

実証研究の他、将来の産業集積につながる企画を公募しました。 

この結果、国内最大の風車メンテナンス専業者である㈱北拓の北九州市への進出が

実現し、メンテナンスのための物流倉庫兼トレーニングセンターが設置されました。 

また、本来、海上に設置する洋上風車を臨海部で運用し、太陽光と合わせたハイブ

リッド発電所を運営するなど事業が進められています。 

 

㈱北拓 北九州支店  

物流倉庫兼メンテナンストレーニングセンター 

【平成 28 年(2016 年）10 月開設】 

響灘ウインドエナジーリサーチパーク 

（Vestas 社製 3.3MW 機×２基） 

 

北九州響灘風力発電所・太陽光発電所 

（日立製作所社製５MW 機） 

㈱北拓 北九州支店  
洋上風力発電の O＆M に特化した 
トレーニング設備 
【令和６年(2024 年)５月設置】 
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事業紹介 

② 平成 28 年（2016 年）～ 大規模洋上ウインドファームの誘致
 

 

国内での洋上ウインドファームの需要喚起、また響灘地区への産業集積を目的に、

平成 28 年（2016 年）８月、北九州市が管理する港湾区域に大規模な洋上ウインドフ

ァームを誘致するための公募を行い、九電みらいエナジー㈱、九電工㈱、電源開発㈱、

西部ガス㈱、㈱北拓の５社で構成される「ひびきウインドエナジー㈱」を選定しまし

た。 

同社が建設する「北九州響灘洋上ウインドファーム」は、最大出力 約 22 万 kW、

Vestas 社製 9.6MW 風車 25 基からなる洋上風力発電所で、約 17 万世帯分の電力を発電

することが可能であり、総事業費は 約 1,700 億円です。 

現在、令和７年度（2025 年度）内の運転開始に向け、建設工事が本格化しています。 

 

 

今後のスケジュール（出典： https://hibikiwindenergy.co.jp/plan/ ） 
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事業紹介 

③ 平成 29 年（2017 年）～ 風力発電関連産業の総合拠点形成

 

●総合拠点の基盤作りに向けた環境整備 

響灘東地区において、令和元年度（2019 年度）から洋上ウインドファームの建設に

不可欠な港湾インフラの整備を他都市に先行して進めていました。令和２年（2020 年）

９月、制度の創設に合わせ、国土交通大臣から西日本唯一の基地港湾に指定された後

は、国土交通省と連携して基地港湾の整備を進めているところです。 

加えて、洋上風車の建設には、特殊作業船が必要となるため、それら特殊作業船の

基地を整備し、特殊作業船の誘致活動を展開するなど、事業者が利用しやすい港湾施

設整備を進めています。 

 

特殊作業船 

【SEP 型多目的起重機船】 

（CP16001） 

特殊作業船 

【SEP 型多目的起重機船】 

（CP8001） 

基地港湾（岸壁、保管ヤード） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

4.6 ha 
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事業紹介 

ＡＣＴ Ⅱ 【令和５年(2023 年)～令和 12年(2030 年)】 

●風力関連産業のサプライチェーン形成

基地港湾等のハード整備と並行して、直背後の広大な産業用地 60ha に風車や基礎部 

材等の製造企業の誘致活動を鋭意進めており、官民協同しての商談や交渉を行ってい

ます。 

また、洋上風車の基礎であるジャケット式風車基礎において、日鉄エンジニアリン

グ㈱が、若松区で国内初の本格的製造業のサプライチェーンを形成し、製造のみなら

ず、輸送面においても、多くの地元企業が参入しています。

●次世代型総合拠点の形成 

令和５年（2023 年）～令和 12 年（2030 年）までの中期的展開として、４本の柱を

中心に据え、事業を実施しています。

 

 

 

 

洋上風車の基礎構造は、現在は「着床式」が主流ですが、今後は水深の深い海域に

も対応できるよう風車を浮かせて設置する「浮体式」が主流となります。現在は洋上

風車の設置は、領海内に限られますが、設置海域を排他的経済水域（EEZ）にまで広げ

る法改正が国において進められています。欧州のように遠浅ではなく、かつ、世界第

６位の排他的経済水域（EEZ）を有する我が国においては、必然的に「浮体式」の重要

性が高くなります。北九州市は、こうした動きに先行して、着床式のみならず、浮体

式総合拠点形成も進めていきます。 

１ 「浮体式」への対応 

２ 風車の超大型化への対応 

３ 次世代型Ｏ＆Ｍ拠点の形成と人材育成 

４ 風車リサイクルビジネスの展開 

日鉄エンジニアリング㈱ 若松工場 
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事業紹介 

●次世代型総合拠点イメージ 

浮体式総合拠点（響灘西地区）       着床式総合拠点（響灘東地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮体式総合拠点 

【検討区域】 

着床式総合拠点 

 
基地港湾 

 

作
業
船
基
地 

 総合拠点の４つの拠点機能 

積出・建設
拠点

製造産業
拠点

Ｏ＆Ｍ拠点物流拠点

響灘東地区 響灘西地区 

 

 

 

3
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事業紹介 

環境首都にふさわしい港 

 

■モーダルシフトの推進 
地球温暖化対策の必要性が高まるとともに、「2024 年問題」を解決する手段の１つとして、

物流部門においては、モーダルシフト（トラックによる輸送から、フェリー・鉄道などの環

境に優しい輸送手段への転換）が注目を集めています。  

環境モデル都市及び環境未来都市に認定されている北九州市では、かねてからフェリー

と鉄道を活用したモーダルシフトを推奨していますが、北九州港の利用促進を図る目的

で、海上モーダルシフト促進補助制度を創設しました。 

 

【海上モーダルシフト促進補助制度】 

 □開始時期 令和６年度（2024 年度）～ 

□補助対象 北九州港に発着する国内フェリー及び国内 RORO 航路で輸送される貨物

のうち、新たに海上輸送される貨物及び陸上輸送から海上輸送に転換し

た貨物、若しくは国内他港利用から北九州港利用に転換した貨物。 

■LED 照明 
海岸地域にある照明灯は、設置して十数年以上が経過して老朽化が進んでいるため、更

新を行っています。平成 24 年度（2012 年度）の更新より LED 照明器具を導入し、低炭素

社会づくりの取り組みを推進しています。 

 

照明器具 種類 消費電力 寿命 省エネ効果(水銀灯と比較) 

水銀灯 300Ｗ 360Ｗ 12,000 時間 ― 

ナトリウム灯 180Ｗ 240Ｗ 24,000 時間 約 34％ 

LED 灯 ― 96Ｗ 60,000 時間 約 73％ 
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災害に強く、いつも安全で、市民生活や企業活動を支える港 

対策・整備 

図１ 耐震強化岸壁の配置計画 

 

大規模災害やテロ等から地域を守り、安全・安心で質の高い市民生活の構築や安定し

た企業活動の実現等に貢献する港づくりを目指します。 

 

■災害対策 

 北九州港は、日本海と瀬戸内海の両方に面しているため、港内で災害が発生した場合

でも、別海域の施設による代替機能が確保しやすい港です。この地理的優位性を活かし、

災害に強い港づくりを目指します。 

 

◆大規模地震対策の推進 

港湾は、市民生活や地域の企業活動を支える重要なインフラですが、大規模災害時に

は、多くの緊急物資や災害復旧に必要な資材などを受け入れる輸送拠点としての機能も

発揮します。そのため、大規模災害に備えて、ハード・ソフト対策を進めています。 

 

●市民生活の維持 

 大規模災害が発生した場合、水、食料、生活必需品などの緊急物資は、市民生活を維

持するため被災直後から必要となります。そのため港を活用した緊急物資の輸送を確実

に行うために、通常の岸壁より耐震性を増した耐震強化岸壁及び一体として機能するオ

ープンスペース（緊急物資輸送対応の施設）が必要になります。 

 砂津地区においては、耐震強化岸壁を中心とした臨海部防災拠点が整備されています。

しかし、北九州港は海岸線が長く、背後圏人口が多いことから、港湾計画では、西海岸

地区と黒崎地区にも耐震強化岸壁を位置付けており、現在、西海岸地区の整備を行って

います。 
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対策・整備 

図３ 高潮対策実施事例（新門司北地区） 

●企業活動の維持 

 北九州港の背後圏には、鉄鋼や化学などの素材型産業を中心に、自動車関連産業や精

密機械製造業など多くの企業が立地しています。大規模災害が発生した際、これらの企

業の活動を支えるため、港湾機能の維持・早期復旧が重要となります。 

 そのため港湾計画では、幹線貨物であるフェリーやコンテナ貨物輸送用の耐震強化岸

壁を新門司北地区、新門司南地区、響灘西地区に位置付けています。平成 26 年度（2014

年度）には、新門司南地区のフェリー利用岸壁の耐震強化が完了しました。また、平成

26 年度（2014 年度）に策定した北九州港事業継続計画（北九州港港湾 BCP）について、

適宜改訂を行い、普段から災害に対する意識の向上を図るため、教育・訓練を実施する

等ソフト対策にも取り組んでいます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆高潮・津波対策の推進 

 北九州港では、平成 11 年（1999 年）の

台風 18 号により、周防灘沿岸を中心に高

潮や高波による大きな被害が発生しまし

た。このような被害を減らすため、護岸な

どの整備（高さを上げる、消波ブロックを

設置するなど）を行っています。 

 また、福岡県が、津波対策については、

平成 28 年（2016 年）に津波防災地域づく

りに関する法律に基づく津波浸水想定を

発表し、高潮対策についても、令和元年

（2019 年）12 月に水防法に基づく豊前豊

後沿岸高潮浸水想定を公表したことから、

関係部局と連携して避難対策など市全体

で対処していきます。 

図２ 新門司南地区耐震強化岸壁 

※港湾 BCP（Business continuity plan） 

地震等の大規模災害の発生に備えて、限ら

れた人的・物的資源のなかで物流機能の維

持と早期復旧を可能とするため、事前に港

湾関係者で連絡体制の整備や、行動計画の

共有を行うもの 

【新門司北 東護岸】 

 護岸延長：1,790ｍ 

 整備状況：H25(2013)整備済 

【新門司北 北護岸】 

 護岸延長：1,870ｍ 

 整備状況：整備中 
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対策・整備 

■港湾施設の保安対策 

 平成 13 年（2001 年）９月の米国同時多発テロを契機に、港湾や船舶におけるテロ対

策を強化すべきという機運が国際的に高まり、平成 14 年（2002 年）12 月に海上人命安

全条約（SOLAS 条約）が改正され、平成 16 年（2004 年）７月より条約締結各国（164 か

国）において、保安対策が実施されることとなりました。 

 わが国においても、「国際航海船舶及び国際港湾施設の保安の確保等に関する法律（国

際船舶・港湾保安法）」が制定され、平成 16年（2004 年）７月より、外航船舶に利用さ

れる港湾施設等において、保安対策を実施しています。 

 

◆北九州港における保安対策の取り組み 

 

●保安対策を実施している港湾施設 

 北九州港において保安対策を実施している公共埠頭は 26 施設です。これら以外では

民間事業者が所有する専用埠頭があり、官民各々にて保安対策を実施しています。 

 

●北九州港 保安対策実施埠頭 
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対策・整備 

●保安対策の概要 

SOLAS 条約や国際船舶・港湾保安法に基づき実施している保安対策の内容は、次のと

おりです。 

 ○制限区域の設定 

 ○制限区域における人・車両・貨物の出入管理 

 ○港湾施設内の監視及び巡視 

 ○フェンス・ゲート・監視カメラ等の保安設備の設置 

 〇関係者との連絡及び調整 

 ○保安訓練の実施等 

 

●北九州港保安委員会 

 関係機関が連携して港湾の保安の向上と水際の出入管理の強化を図るため、平成 16

年（2004 年）４月に、北九州市、海上保安部、警察等の港湾関係行政機関で構成する

「北九州港保安委員会」を設立しました。港湾関係団体や専用埠頭を所有・管理する企

業などが構成員となり、連携、協力体制の一層の強化を図っています。 

 

●関門港テロ対応訓練 

 令和５年（2023 年）11 月に、下関港において、関門港危機管理コアメンバーによる

関門港テロ対応訓練を実施しました。門司海上保安部、門司警察署、下関警察署、門司

税関、福岡出入国在留管理局、福岡検疫所門司検疫所、九州運輸局、北九州市危機管理

室、港湾空港局等が参加し、想定される国際テロ行為対策の合同訓練を実施することに

より、緊急事態発生時に各関係機関の執るべき措置について確認し、一層の相互理解及

び連携を深め、関門港における危機管理体制の充実を図ることを目的として開催されま

した。 
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港湾整備事業 

対策・整備 

■市民生活や産業活動に不可欠な処分場の整備 

市民生活や産業活動に伴い発生する廃棄物や、航路・

泊地の浚渫土砂の最終的な処分先となる処分場は、私た

ちの生活や産業活動を続けていくために欠かせません。 

既存の響灘西地区処分場は、空き容量が少なくなって

きているため、令和 13 年度（2031 年度）の完成を目指

し、響灘東地区に新たな処分場を整備しています。 

■ものづくり産業を支える物流基盤の整備 

岸壁の補修、臨港道路や荷さばき地の舗装改良など、港湾施設を適切に維持管理する

ことによって、長寿命化を図り、将来にわたって北九州港の物流機能を最大限に発揮さ

せます。

■市民や企業の経済活動を守る海岸高潮対策 

 本市では、過去に高潮や高波による大きな被害を受け

た経験から、海岸線近くで生活している市民の生命や財

産、立地企業の経済活動を守るため、消波ブロックの設

置や護岸の嵩上げ、胸壁の整備などに取り組んでいます。

■太刀浦コンテナターミナル機能の維持強化  

 太刀浦コンテナターミナルの機能強化を図るため、荷

役作業の安全性や効率向上のための整備や施設老朽化に

よる更新等、総合的な取組みを進めています。 

現在は、第２コンテナターミナル内のヤード舗装補修工

事、チェッキングブリッジの更新工事を行っています。ま

た、ガントリークレーンについても、コンテナ船の大型化

への対応や荷役作業の高速化等の機能強化を図るため、計

画的な更新を進めており、令和４年度（2022 年度）に１基

目の更新を完了しました。 

ガントリークレーン 

（太刀浦コンテナターミナル）

整備中の新処分場(響灘東地区) 

高潮対策(新門司北地区) 
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港湾施設の老朽化対策 

対策・整備 

■港湾施設の老朽化状況 

 北九州港の港湾施設は、高度成長期以前に整備されたものが多く、老朽化が進行して

います。現在、公共岸壁の約 56％が建設後 50 年以上を経過しており、20 年後には約

89％に増加します。 

 

■港湾施設マネジメントの推進 

◆北九州港港湾施設マネジメント実施計画 

 老朽化施設が増加している状況において、限られた維持管理・更新予算で、すべての

施設を維持管理することは厳しい状況です。 

 この課題に対するため、施設管理の見直しやトータルコスト縮減に向けての対応につ

いて検討するとともに、港を効果的に再編し、競争力を維持・発展させることで更なる

活性化を目指していくため「北九州港港湾施設マネジメント実施計画」を策定し取組を

進めています。 

 

◆港湾施設マネジメントの取り組み 

●老朽化施設の計画的な改修 

 施設の健全度や取扱貨物量、利用者の要望等を考慮しながら、優先的に改修する施設

を決定することで、計画的に施設の長寿命化を図り、トータルコストの縮減に努めます。 

●施設の集約・利用転換等の推進 

 施設の利用状況や健全度を踏まえ、施設保有量の適正化や民間活力の導入等を検討し

ながら、港湾施設等の集約・利用転換等を進めます。 
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資料編 

北九州港の港勢（令和５年(2023 年) 北九州港港湾統計） 

概況 
北九州港における令和５年（2023 年）の入港船舶隻数は、45,770 隻と前年より増加、

総トン数も 95,987,568 トンと前年と比べ増加した。 

海上出入貨物取扱量は、98,574,063 トンとなり、前年と比べ約 184 万トン減少した。 

 コンテナ貨物取扱量は、51.1 万 TEU となり、前年と比べ約 2.3 万 TEU 増加した。  

入港船舶 

 

 

 

 

 

 

入港船舶船種別隻数の割合 

入港船舶隻数の推移 

 

 
 

 

 
■

 

■

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：隻・総トン）

令和5年(2023年) 構成比(%)

外航船舶 3,304 7.2

内航船舶 42,466 92.8

合 計 45,770 100.0

外航船舶 44,582,810 46.4

内航船舶 51,404,758 53.6

合 計 95,987,568 100.0

総トン数

隻　数
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資料編 

■海上出入貨物取扱量 

◆海上出入貨物主要品種の割合 

 

海上出入貨物量の推移 

輸出 

移出 移入 

輸入 

移出：国内の他の地域へ貨物を送り出すこと。 

移入：国内の他の地域から貨物を運び込むこと。 

(単位：トン) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：トン）

令和5年(2023年) 構成比(%)

輸 出 5,676,758 5.8

輸 入 19,263,132 19.5

合 計 24,939,890 25.3

移 出 35,032,794 35.5

移 入 38,601,379 39.2

合 計 73,634,173 74.7

98,574,063 100.0

外国貿易

内国貿易

総　　計
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資料編 

外貿内貿コンテナ貨物量の推移 ■外貿内貿コンテナ貨物 

◆外貿コンテナ貨物主要品種の割合 

◆外貿コンテナ貨物相手国別の割合 

輸入 

輸出 輸入 

輸出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：TEU) 
（単位：TEU）

令和5年(2023年) 構成比(％)

510,793 100.0 

257,716 50.5 

253,077 49.5 

合　計 422,420 82.7 

輸　出 213,998 41.9 

輸　入 208,422 40.8 

合　計 88,373 17.3 

移　出 43,718 8.6 

移　入 44,655 8.7 

合　　　　計

外貿コンテナ

輸　移　出

輸　移　入

内貿コンテナ
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資料編 

クルーズ船の寄港状況 

■令和５年（2023 年） 

岸 壁 寄港回数 備 考 

西海岸 ８ ３月から、日本政府が国際クルー

ズ船の受入を再開 ひびきコンテナターミナル ０ 

合 計 ８  

■令和４年（2022 年） 

岸 壁 寄港回数 備 考 

西海岸 12  

日本船のみ運航 

 ひびきコンテナターミナル ０ 

合 計 12  

■令和３年（2021 年） 

岸 壁 寄港回数 備 考 

西海岸 ４ 
日本船のみ運航 

ひびきコンテナターミナル ０ 

合 計 ４  

■令和２年（2020 年） 

岸 壁 寄港回数 備 考 

西海岸 １ クルーズ船は３月から運航停止 

日本船は 10 月より運航再開 ひびきコンテナターミナル ０ 

合 計 １  

■令和元年（2019 年） 

岸 壁 寄港回数 備 考 

西海岸 ９  

ひびきコンテナターミナル 11  

合 計 20  

■平成 30 年（2018 年） 

岸 壁 寄港回数 備 考 

西海岸 ７  

ひびきコンテナターミナル 20 ５月：夜間入出港開始 

合 計 27  

 

 

61



資料編 

北九州空港の利用状況（令和６年(2024 年)３月 31 日時点） 

■利用者数（国内・国際合計） 単位；千人 

 

 

■航空貨物取扱量（国内・国際合計） 

 

309 407 

5,296 

8,069 

10,666 

7,028 

11,051 
11,289 

12,172 

11,283 

10,972 

3,960 
6,044 

3,678 
4,197 

3,718 

1,685 
2,214 

2,311 
2,228 

0 0 

1 

85 

34 

0 

1,305 
2,253 1,413 

3,777 

3,752 

2,881 

2,407 

1,202 

4,633 
5,537 

13,700 

19,605 

15,121 

9,805 

309 407 

5,297 

8,154 

10,701 

7,028 

12,357 

13,542 
13,585 

15,060 

14,724 

6,841 

8,451 

4,880 

8,830 9,255 

15,385 

21,819 

17,432 

12,033 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

国際貨物取扱量   

 

国内貨物取扱量  
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資料編 

令和６年度（2024 年度）予算・組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 

令和６年度 

(2024 年度) 

当初予算額 

ａ 

令和５年度 

(2023 年度) 

当初予算額 

ｂ 

増減額 

ａ－ｂ 

増減率 

(a-b)/b×100 

一般会計 10,736,944 14,595,530 △3,858,586 △26.4 ％ 

港湾整備特別会計 5,108,800 4,189,500 919,300 21.9 ％ 

土地取得特別会計 11,241 120,590 △109,349 △90.7 ％ 

空港関連用地整備特別会計 3,500 3,600 △100 △2.8 ％ 

臨海部産業用地貸付特別会計 637,600 952,600 △315,000 △33.1 ％ 

市民太陽光発電所特別会計 105,000 112,000 △7,000 △6.3 ％ 

計 16,603,085 19,973,820 △3,370,735 △16.9 ％ 

（参考） 

市全体 1,333,730,790 1,302,889,220 30,841,570 2.4 ％ 

■令和６年度（2024 年度）予算 

北九州市港湾空港局の予算は、一般会計、港湾整備特別会計、土地取得特別会計、空港関連用地整備 

特別会計、臨海部産業用地貸付特別会計及び市民太陽光発電所特別会計の６会計で構成されています。 

各会計の予算規模（港湾空港局関係）は次のとおりです。 
（単位：千円） 

■組織図（令和６年（2024 年）４月１日現在） 

総務部 

交流・イベント係 

   （321-5939） 

クルーズ誘致係 

   （321-5939） 

庶務係（321-5911） 

経理・経営係 

（321-5916） 

港営部 

港務係（321-5932） 

海務・情報係 

（海務 321-5950） 

  （情報 321-5929） 

指導調整係(321-5960) 

土地活用推進係 

(321-5988) 

業務管理係(321-5951) 

門司業務係(321-5827) 

設備係（321-5901） 

小倉・洞海業務係 

(761-3425) 

物流振興係(321-5941) 

港湾整備部 

管理係（321-5961） 

建設係（321-5975） 

設計第一係（321-5975） 

設計第二係(321-5975) 

東部工事係(321-5981) 

西部工事係(761-3427) 

空港企画部 

空港企画課 

企画係 (582-2308) 

総務課 

クルーズ・交流課 

港営課 

物流振興課 

整備課 

計画第一係（321-5967） 

計画第二係（321-5967） 

事業係（321-5967） 

開発係(321-5967) 

事業調整係（321-5967） 

計画課 

エネルギ―産業 

拠点化推進室 

エネルギー産業 

拠点化推進係 

(582-2994) 

エネルギー産業 

拠点化推進課 

 

 

クルーズ・

63



■ホームページのご紹介 

    

 

北九州港ホームページでは、北九州港に関する「ニュース・トピックス」や 

「イベント等開催報告」がご覧いただけるほか、以下の情報を提供しています。 

 

  ●北九州港の概要 

  ●港湾統計 

  ●コンテナターミナル・港湾施設 

  ●海ナビ（おすすめ海辺スポット） 

  ●北九州市港湾空港局について など 

 

  

 

北九州港 検索 

北 九 州 市 港 湾 空 港 局 

City of Kitakyushu Seaport and Airport Bureau 

 

〒801-8555  北九州市門司区西海岸 1-2-7 

TEL .093-321-5911  FAX .093-321-5915 

URL: https://kitaqport.jp/ 

 

 

https://kitaqport.jp/

